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「気候市民会議」へようこそ
この会議は「気候市民会議」方式で実施します

各地の自治体で続々開催中（松戸市は２年連続実施）

武蔵野気候市民会議実施自治体のホームページより



気候市民会議へ
ようこそ

「気候市民会議」って

そもそも何？

どうしてこんな会議が

求められているの？



「脱炭素」のやり方を政府や専門家が決めてしまうの

ではなく、一般の人びとが主役となって考え、議論し、

提案する会議

イギリス・フランスをはじめとして各国で次々に展開

自治体レベルでも多数の実践例

世界にひろがる「気候市民会議」



英国

公式ウェブサイトより

議会が開催した気候市民会議

2020年1月〜5月



フランス

公式ウェブサイトより

政府が開催した気候市民会議

2019年10月から2020年6月



ドイツの自治体で実施された
各種「市民会議」のマップ

https://www.buergerrat.de/ より



世界にひろがる「市民会議」

アイルランドの
「生物多様性保全法市民会議」

RTE アイルランド放送協会のニュースサイトより



世界にひろがる「市民会議」

「人生の終わり方を考える」
フランスの市民会議

公式ウェブサイトより



市民会議方式の基本的なしくみ

無作為抽出（くじ引き）を基本に集まってもらう

集まった一般市民（数十人〜150人程度）が、数週間

から数ヶ月かけて議論する

くじ引きの目的は「ミニ・パブリックス」の形成

「くじ引き民主主義」？



ミニ・パブリックス（mini publics）

＝国や地域など「共同体の構成員」の「縮小版」

年齢・性別・世代の偏りなく多様な市民の考えを反映

意見の違いや広がりを踏まえて目指す方向を話し合う

⇒政府への提言や、社会への発信

「ミニ・パブリックス」？？



「市民会議」って必要なの？？？
行政が決めるものでは？

気候変動対策は多様で複雑

⇒シンプルな解答は出しにくい

行政や専門家が（一方的に）決めるのは難しい

⇒社会全体の納得を得にくい

⇒人々に実践してもらえない



「市民会議」って必要なの？？？

議会が決めればいいのでは？

選挙と議会の決定は「多数決」に頼っている

→多様な意見や立場、特に少数意見を反映しにくい

短期的視点にとどまりがち

→将来の世代への配慮は？

→グローバルな視点は？



「市民会議」って必要なの？？？

気候変動問題の当事者＝私たち全員

日々の生活・行動の転換が不可欠

政府がすべてを指示できないし、すべきでもない

気候危機を社会全体で受け止め、共有する

「みんなで作り上げた答え」という納得感を



電通総研コンパス第9回調査「気候不安に関する意識調査 2022年」より

日本でも多くの人が不安を抱えている
（※このデータは16〜25歳の若者が対象）



電通総研コンパス第9回調査「気候不安に関する意識調査 2022年」より

しかし残念なことに、
「気候変動」について周りの人と話題

にしていない傾向…
（※このデータは16〜25歳の若者が対象）



議論することで、「遠い」問題を、より「身近なもの」に

脱炭素で「より良い生活・地域・社会」へ向かうアイデアを

 （参加していないたくさんの）市民への呼びかけ

自治体に検討材料を提供

新たな「つながり」をもとにさらなる展開へ

「松戸市環境未来会議」への期待



ご静聴ありがとうございました

ぜひ議論を楽しんでください
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